
地元での
「評判」等

機械化推進と社内研修により徹底的に技術向上と安全性向上に努めており、安心してお任せいただいております。

【ターゲット・利用場面・お客様メリット】

ターゲット
お客様は

林業事業体（山主、森林組合他）、山林地保有者

利用場面
（利用シーン）

・森林の調査・測量を経て作業道を作設、伐採から搬出までの作業を行い市場や製材所へ木材を納めます。
・造林作業（地拵え・植栽・下刈り・除伐・枝打ち・間伐）の機械導入を積極的に行い、持続可能な造林事業を推進し、再造林に繋げます。
・危険や支障のある樹木の伐採、積雪や台風による倒木等、特殊伐採を行います。
・苗木を1～3年程度、丁寧に1本1本育てて植林しています。

お客様の
「メリット」

地理空間情報やICT等の最先端技術を活用するスマート林業の実践は、生産性・安全性を向上させると共に、山中の苛酷な下草刈り作
業や伐採作業等の軽労化・効率化によるケガ・死亡災害を減少させ、林業従事者の人材確保に繫がります。

コンセプト 当社は素材生産で伐採した跡地に効率の良い機械作業で造林を行う。循環型の森林資源確保を目指す。

いいとこ
「強み」

造林作業は、多くの企業が未だ手仕事に頼っていますが、当社はグループ企業が開
発した車高調整式下草刈り機等の林業機械や海外製の先進的な林業機械の導入
により他の先進的な機械化造林の実現を可能にしています。

他社との
優位性

・グループ企業からの林業機械のサポートを受け、機械化造林のノウハウを普及させることが
可能です。
・林業の機械化を促進することで、林業の担い手育成と森林の育成を実現できます。

商品名
スマート林業による山林地の活用
及び造林事業

特長
機能

・林業向けの機械を製造・販売するグループ会社（筑波重工㈱）が開発した車高調整式下草刈り機
等を活用し、生産性と安全性に長けたスマート林業を実施します。
・購入山林地から生産できる、木の種類・生産可能数量を適宜把握し、常に山林地の資産評価を可
能にします。

展示会・商談会用「商材シート」 自社の 「商品・サービス」
TMC

【商品の特性】 1/3
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地域貢献活動や地域とのつながりについて

FAX

takahashi@tsukuba-forest.com

0195-78-8885

0195-78-8886

担当者名 髙橋　肇

E-mail

TEL

所在地

URL

028－7111

八幡平市大更18－88－208

出展商品名

出展回数筑波フォレスト株式会社

13 人 百万円

出展カテゴリー

売上 98

小田　直樹

回

スマート林業による山林地の活用及び造林事業

https://www.tsukuba-forest.com

従業員

代表者、社員からのメッセージ（思いなど）

展示会・商談会用「商材シート」

当社は、岩手県八幡平市を拠点として、林業に携わる新しい会社です。
進化した技術を積極的に導入することで、持続可能な林業の実現を目指し、森林
の継承・造林技術の向上、林業の未来に貢献する企業でありたいと思っています。

代表者名

【所在地・連絡先】

自社の 「会社概要」
TMC

【企業紹介】 2/3

会社名

 ※当フォーマットの無断転載・加工等の行為は禁じます。
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日本の人工林の多くは今、造林されてから30～50年を経て収穫期を迎えています。先人が育てた大切な財産である森林を次の世
代へ繋ぐには、持続可能な森林の管理と維持が必要です。
弊社は、設立間もない会社ではありますが、経験豊かなスタッフが揃っております。今後の所有山林へのご意向を尊重し、持てる技
術と知識を駆使して永続的な維持管理のご提案をさせていただきます。木材生産から再造林まで、ぜひお任せください。

自社の 「アピールポイント」
TMC

衛生管理

生産・製造工程の管理

展示会・商談会用「商材シート」

【アピールポイント】及び【生産・製造工程】 3/3

＜具体的内容＞

危機管理

【品質管理情報】

商品検査

【公的認証・受賞歴】 【取引条件等】

連絡先
担当者

従業員の管理

施設設備の管理

有 無 その他

 ※当フォーマットの無断転載・加工等の行為は禁じます。


